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平成２２年１１月２日

知事からの質問要旨
1． 槇尾川の上流部１．６ｋｍ区間は掘込区間であることから、「中小河川に関する河道計画の技術基準について」の考えを踏まえれば、原則、余裕高を取らなくていいとなるが、この場合、６５ミリの治水目標達成のための施設整備として考えていいか。
「中小河川に関する河道計画の技術基準について」では、掘込河川（区間）の計画高水位は、原則、地盤高程度とすることとしている。
2． ６５ミリ対策の治水手法選定の際に、８０ミリ対策を達成する治水手法と６５ミリ対策を達成する治水手法を比較することは妥当か。

槇尾川の治水手法検討の場合、ダムは治水目標以上の能力があることから超過洪水に効果があるのは当たり前であるが、そのダム案を他の案と並列に比較していいのか。
3． 治水手法を選択する際に、治水目標を超える規模の降雨に対する被害軽減効果をどの程度考慮するべきか。
槇尾川の治水手法選択の場合、６５ミリ対策が治水目標となるが、この治水手法選択の際に、８０ミリ、９０ミリ降雨に対する効果をどの程度みるのが妥当か。

※この質問要旨は、平成２２年１０月２７日付で河川整備委員会委員へ送付した内容です。
